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働ける高齢者は今後ます

わが国の労働力人口の5人に1人は60歳以上の高齢者になり、少子高齢社会が到来

しました。今後、働ける高齢者は増えていきます。

旅館業にはいろいろな仕事や勤務時間帯、雇用形態のあるととが他産業と大きく違

う点です。旅館業はまさに高齢者活用のステージです。
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すでに求職者の多様なニーズを受け入れる基盤ができているため、高齢者の活用は

経営に大きなメリットがあります。うまく活用しましょう。
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高齢者をうまく活用した事例は、たくさんあります。

雇用する絶好のチャンスです！

。 高齢者の豊かな経験を活かしていますか。

ハローワークやシルバー人材センターを活用していますか。

高齢者を雇用すると助成金等が受けうれるのをご存知ですかo

J高齢者の活用は短時間勤務や分業化が有効です。

、J前職経験を活かし、旅館で生き生き働いています。

J高齢者の豊かな経験を活かしていますか。

私Ii、“旅のソムリ工”として活用しています。

伊豆・網代温泉
大成館社長

駒嶺 洋氏

地元の楽しみ方を案内する専門家の配置

私は、“旅のソムリ工”として高齢者を高齢者な

5ではの特質を活かし、活用しています。 “旅のソ
ムリ工”とは、旅行形態が、団体力＇ S小間・グループ

へとシフトしてきた現在、観光客一人ひとりのニー

ズに細かく対応するため、料理界の「ソムリ工Jに
習い、地元若手経営者有志による宿泊システム研

究会が創設した画期的なシステムの一つです。

この“旅のソムリ工”に要求されることは、お客

様へのホスピタリティはもちろんのこと、地元なら

ではの楽しみ方、街の魅力を充分に知りつくして

いるということです。

そうした技量を兼ねそなえている地元在住の高

齢者がお客様を案内することで、個人客のお世話

サービスが向上し、好印象による評判とリピーター

の獲得につながるはすです。担当する高齢者にと

っても、お客様に喜ばれることに働きがい、生きが

いを感じることができます。

まさに旅館業こそ“高齢者活用のステージ”で

あると考えます。

“旅のソムリエ”憲章

一．我々は、お客様に伊豆を楽しんでもうう
ため地元の旬の情報を提供します。
二．我々は、情報の共有とソムリ工としての
ネットワーク創りに努力します。
三．そして我々は、皆様と共に伊Eを守り育
てます。
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。 高齢者の豊かな経験を活かしていますか。
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私I志、“環境美化”
活用しています。

の専門職として

社長

田 ロ 満民

女性高齢者の感性を活かし、環境美化業務を設置

窓ガラスの汚れや壁の破損、廊下の小さな空間

など館内を見まわる日常の美化点検は旅館業に欠

かせない業務ですが、一方では責任範囲が明確で

ないことから毎日敢行するのは困難です。

当社はそうした経緯から、お客様が出発された

l l時から入込み前の3時までの定時業務として、

館内の共用部分の生け花、装飾等を含む環境美化

と点検を行う専門職を置きました。

このスタッフは近郊の政令都市で外交員をやっ

ていた高齢者ですが、年下上司との折り合いや組

織につぶされないことを考慮し、あえて無所属と

しました。採用に際して豊富な経験と女性の感性
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を期待したわけですが、とても良い結果が得られ

ました。

私は高齢者を雇う場合、本人の感性があれば前

職経験は不問だと考えています。今後の理想は登

録制を敷き、高齢者の希望の日時に合わせた2交
代制を考えなが5、働きやすい勤務体制を整えて
いきたいと思っています。

環篇美化業務

保全部門において監視・点検・保全などを
扱う作業工程のひとつに美化点検がある。旅
館業lま館内 ・客室の生け花等に専門担当を置
くケースはあるが、美化点検を含む総合的な
環境美化を業務として定めているととろは少
ない。
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J高齢者の活用は短時間勤務が有効です。

私は、“1勤務4時間単位”
活用しています。

で

風早和喜氏

短時間勤務者の活用による業務の効率化

当社は1年ほど前から「1勤務4時間単位の労働

制」で高齢者を活用しています。特に調理部門で

の活用が主ですが、料理の盛付けや食器洗浄等の

作業として1勤務4時間を基本単位とした高齢者

を採用しました。繁閑の状況により2単位8時間働

くケースもあります。

単純な盛付け作業を短時間パートの高齢者に

任すことにより、調理人は本来の調理業務に専念

できるので全体の生産性が高められます。また盛

付けのアイドルタイムにうまく食器洗浄作業を組

み入れることによって、無駄な待ち時間を無くすこ

ともできます。

、J高齢者の活用は分業化が有効です。

こうした仕組みを全社的に作っていけば、①職

務範囲が明確に芯り効率的な分業体制が図れる②

短時間勤務かつ未経験者の求職需要を掘り起こす

ことができる③高齢者を含むワークシェアリング

の基礎がつくれる、芯ど将来性が見込めるのでは

芯いかと思います。

1勤務4時間単位

高齢者は短時間勤務を望んでいること、旅
館の単純作業の多くは4時間以上同じ工程が
続かないことか5、主に高齢者 （パートタイ
マー）向けに1日4時間勤務を労働条件とし
て明示する独自の労働制。

私は、客室係の仕事を“分業化”して
活用しています。
会津芦ノ牧温泉
丸峰観光ホテル専務

星 イ呆洋氏

分業の仕組みをつくり、経験の浅い高齢者を活用

会津芦ノ牧という土地柄は都市部かうの社員に

頼っていますが、特に客室係の確保が難しく、恒常

的に人手が不足しています。しかも客室係の業務

はチェックインかうチェックアウトまで2日間にわ
たって担当しているため工程数が多く、ベテラン

になるまで時聞がかかります。途中で退職してし

まうこともよくありました。

そこで経験の浅い高齢者が活躍できるように今

までの作業を分析し、経験の伴う業務を分担する

分業体制に変更したところ、今まで客室係個人の

ノウハウだったものが単純明瞭に芯り、サービス工

程が見えるようになりました。高齢者であっても若

， 

手に引けをとらす、仕事に打ち込めるようになり、離

職率も徐々に減ってきています。

また教育訓練がしやすくなり新入社員のスキル

アップにもつながっています。将来は人事考課と

連動させ、社員の活性化を図りたいと考えています。

客室係の分業化

客室係は部屋持ち制の下でお着きか5お帰
りまで多様な作業工程を1人で担当するため、
長い経験を必要とする。そとで出迎え、客室
案内、夕食応対などサービス工程を短く分け
て分担する運営方法。近年は部屋出し料理を
食事処に切り替えるなどで分業化が進んでいる。
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、百 前職経験を活かし、旅館で生き生き働いています。

私！志、高齢者の“前職経験”を活かしています。

内海・山海温泉
海栄館館亭社長

波造幸一氏

J~ス会社設立かS運行業務まで高齢者OBを活用

当社は前職経験をモットーに高齢者を採用して

います。例えば製造業出身者は現場実務のほかに

作業マニュアル作成のアド、パイザー的芯役割を、

また営業出身者は今までの「顔」を活かした旅館セ

ールスと新規開石をお願いしています。ここでは“南

知多周遊ぐるり～パス”をと紹介しましょう。

最近の傾向として有名観光地の必須条件に回

遊パスが挙げられています。規制緩和により営業

ナンバー免許が取得しやすい環境となり、南知多

でも平成12年に回遊パスが誕生しました。

設立に当たって、地元のパス会社OBの高齢者

を対象に乗務員を募り、その方たちの知識と経験

前職経験が活かせる仕事（例）

を活かし、乗務マニュアルや効率の良いルートつ、

くりを設定しました。今では運転手自らガイド役と

芯り、土地の由来－風物詩、今が旬の魚など観光ブ

ックに載らない耳より情報をお客様に提供する案

内が人気を呼んでいます。

このように高齢者雇用は採用者ばかりでなく、当

初は思いもよ5ない副産物効果が経営にもお客様

にも良い形になっていく土壌はいくらでもあるは

すです。今後も「前職経験Jを活かした雇用を創生
したいと考えています。

ぐるり～パス

知多半島の観光をより魅力的なものにする
ために観光スポットを定時巡回する回避パス。
地元の旅館有志でパス会社を設立し、ほかに
観光施設・団体の協賛により無料で運行して
いる。北南2コースあり、通常期は土日月 ・
祝日のみ、トップシーズンは毎日運行する。

・パス運転手→前職経験をそのまま活かした送迎サービス

・建設工事関係者・大工→前職経験や資格を活力、した営繕業務

・教員・学芸員→地域小イベントの企画・開催

・コンビュータ関係者→新しい運営システムの構築

・アート園芸関係者→ガーデ二ング技術の応用

・消防・警察関係者→防災・防犯の専門職

・観光ボランティアガイド→宿泊客の観光スポット案内

受付・電話交換関係者→電話業務の請負（コールセンター）





、

ハローワークやシルバー人材センターを活用していますか。

私It、“シルバー人材センター”を活用しています。

越後湯沢温泉
雪国の宿高半会長

高 橋 宏氏

時間契約制のメリットを活かし、送迎パス
業務を依頼

派遣会社から雇い入れる場合、 1日単位の賃金

が一般的ですが、シル）＇（一人材センターは時間契

約制なので必要な時間帯だけ業務を頼むことが

できます。送迎パス運転手の人件費が抑えられる

ことから、地元旅館では人材センターの活用が広

がっています。

トップシース‘ンはどの民間会社でも人手不足で

対応できない場合もありますが、人材センターは

登録者が充実しているので迅速に対応してくれる

ことも大きなメリットです。旅館業務に支障芯く安

心して利用できます。

高齢求聴者の地蛾共同訓練と面儀会の開催

地元でシニアワークプログラム事業を開催すれ

ば、高齢者向けに1週間のカリキュラムに沿った業

務訓練が行えます。

旅館業の接客マナーや配膳、清掃といった実地

講習のほかに、食品衛生、観光視察など一連の新

人訓練が事業経費でできると同時に合同面接会も

あります。求人募集にメリットがあり、地域として毎

年積極的に取り組んでいます。

シニアワークプログラム

事業主団体と公共職業安定機関の連携の下、
雇用を前提とした技能講習 （旅館実務・座学
など1週間のカリキュラム）と合同面接会を
一体化して実施する事業。シルバー人材セン
タ一連合会が60歳代前半層の高齢求職者を
対象に行っている。

』 高齢者を雇用すると助成金等が受け5れるのをご存知ですか。

私は、高齢者を雇用して“助成金等の支援”を
受けています。経営にメリットがあります。
皆生温泉
皆生グランドホテル芙水社長

伊 坂 博氏

経営の視点で高齢者の継続雇用を推進

従業員の中高年齢化は旅館業に共通していま

すが、当社でも常用労働者の平均年齢は現在44

歳であります。高齢者の技術・能力を活かしつつ、

いかに合理的に雇用するかは大切なテーマです。

平成10年高齢法（「高年齢者雇用の安定等に関

する法律J略称）改正により、60歳定年、65歳定
年引き上げの労働情勢のなか、当社は翌ll年2月

1日付けで嘱託（再雇用）規定を採用しました。ま
た雇用者との合意に基づき、65歳～70歳までパ

ートタイマー（短時間雇用）契約を締結するなど高

齢者を積極的に活用しています。

これにより雇用助成金等として、継続雇用制度

奨励金「第I種Jと特定求職者雇用開発助成金（60
歳～65歳対象）を受給しております。

一方、再雇用制度対象者は当社の申請により高

年齢雇用継続給付金を受給しております。この給

付金と在職老齢年金との抱き合わせにより、賃金

調整として在職時賃金を25%～45%程度下げ

ることで人件費の圧縮を図っています。

高齢社会となった今、告企業は高齢者雇用の受

け入れが経営環境の大切な骨子になると思われます。

詳しくは、『高齢者雇用に関する制度紹介Jをご参照ください。
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